
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

家庭学習習慣の形成
★自主学習ノートを活用した家庭学習
の推進

学校アンケート（生徒用）「宿題以外に家庭学習を行っている。」
各種学習調査の結果

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変動
が上下３％以内B，３％以上下がればC

年度末 B A A

読解力の向上
読書や授業を通しての読解力の向上
（書く力の向上）

全国学力・学習状況調査，チャレンジテストの分析
分析の結果で向上が見られればA,昨年と
同程度であればB，昨年より低下であれば
C

年度末 B B B

自ら考えて正しい行動ができ
る生徒の育成

指導の場面では，生徒に考えさせる，
生徒リーダーの育成。

・学校アンケート（生徒用）
(12)私は「いじめは絶対に許されることではない」と考えている。(13)
私は社会のマナー（ポイ捨てをしない等）や交通ルールを守ってい
る。(14)私は「学校のきまり」に違反して，先生に注意されることはな
い。
・年間の校内暴力件数０を目指す。

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変
動が上下３％以内B，３％以上下がれ
ばC

年度末 B B

(12)の肯定回答が９７％で昨年より
１％上がっていた。また，(13)の肯定回
答が９６％（ー２％）で(14)の肯定回答
が８１％（＋２％）であった。

A

生徒理解の徹底と信頼関係
の構築

行事の取り組みの中で信頼関係の構築を
目指す。
生徒の気持ちを丁寧に聞き取り，生徒個々
の立場を十分配慮した指導を徹底する。

・学校アンケート（生徒用）
(30)行事を取り組むことでクラスがまとまると思う。
(31)自分のことを理解しようとしてくれる先生がいる。
・校内暴力件数
年間の校内暴力件数０を目指す。

学校アンケートの2項目で
70％以上であればA，そうでなければ
B，

年度末 B A
(30)の肯定回答が９３％（＋４％），(31)
が７６％（＋５％）であった。ともに目標
をクリアできた。

A

不登校の効果的な支援

心の教室を活用し，長欠生の登校日数を
増加させる。
教育支援教室やフリースクール等を活用す
る。

・不登校生徒数
毎月報告している不登校状況調査において前年度と比較す
る。

不登校生徒数が前年度を下回ってい
ればA，そうでなければB

年度末 B B

１２月時点で比較をしたところ，今年も
昨年も２０人の不登校生で変化がな
かった。しかし，今年度はそこから４人
の生徒がが改善され，登校できるよう
になっている。

B

・特別支援教育推進部会を学期に１回以上
行う。

・管理職出席のもと，支援が必要な生徒の
情報交換を学期に１回行う。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像
・仲間とともに学びに向かえる子（確かな学び）　・自分のよさを知り、人とつながり協働する子（豊かな心） 　・ゆめの実現に向かって粘り強く取り組み、活力ある生活を送れる子（健やかな体）

堺市立美原中学校

校長　新田　義政

 令和７年度　重点目標
１．「総合的な学力」の育成 （１）「学びの共同体」を基にした本校独自の学び合いの創造  （２）家庭学習習慣の形成  （３）読解力の向上  ２．豊かな心の育成  （１）人権教育の推進  （２）道徳教育の推進  ３．信頼関係を基盤にした生徒指導  （１）自ら考えて正しい行動ができる生徒の育成  （２）生徒理解の徹底と信頼関係の構築　(３)不登校の効果的な支援    ４．特別支援教育の推進　（１）
障害の状況に応じた指導の充実　（２）特別支援委員会の機能の充実　（３）個に応じた特別支援教育の充実　　（４）通級指導教室との連携　（５）自立につながるＩＣＴの活用　　　５．小中一貫連携の取組　（１）授業研修　 （２）家庭生活習慣の改善　　  ６．信頼される教員の育成

確かな学びの現状(全国学力・学習状況調査，チャレンジテストの分析より)
【国語】「読むこと」の得点率は府平均より3ポイント高く、読解の能力は高まっている。ただし、「書くこと」の得点率が依然低い。書く力をつける必要
がある。無回答率０％である設問が7問あり、府平均を上回っている。問題に取り組む意欲が高いので、問題文をよく読む習慣をつけていく。
【英語】読むことに関しては府平均から大きな差がなかったが、聞くこと、書くことはともに低い結果が出た。特に書くことは他の問題と比べても無回
答率が著しく高く、問題の問われていることを理解することもできていないと考えられる。
取り組んできた「読解力」はついている学年もみられる。

豊かな心・健やかな体の現状(全国学力・学習状況調査，チャレンジテストのアンケート結果より)
・朝食を毎日食べている生徒の割合が低かった。また、睡眠に関するアンケート項目についても全国平均を下回り、生活習慣に関する項目では、規則正しい生活リズムの構築に課題がある結果が出ている。自分に合った睡眠時間の確保は、生
活の基本となることを指導していきたい。
・スマートフォンを使用する時間が長く、宿題以外の家庭学習に取り組む時間が短いことを改善していく必要があり、家庭と連携できるように取り組みたい。

大
項
目

中
項
目

具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取
組）

判断基準
（評価のものさし）

評価方法 評価時期
進捗確認
（～10月）

達成状況(年度末)

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
び

総
合
的
な
学
力
の
育
成

「学びの共同体」を基にした本
校独自の学び合いの創造

●全ての子どもの学びを保障する授業づく
り
●学び合う同僚性のある教師集団の創造

・校内研修
・相互授業参観
・学校アンケート（教師用）
2.「私は，子どもたちが協働的に学び合う授業を実践しようと
した。」3.「私は，ペア・グループ活動など対話を意識した授業
を行っている。」
（生徒用）2.「グループ学習は学びやすいと思う。」

・授業参観シートの内容
・学校アンケート昨年度分と比べ３％以
上向上すればA,変動が上下３％以内
B，３％以上下がればC

年度末 B
相互授業参観の実施率は10月時点で
は低いが，多くの授業でペア・グループ
活動を取り入れている。

B

教師用（３）の肯定的回答が昨年度よ
り４％増えていた。教師用（２），生徒用
（２）の肯定的回答はともに１％減少し
ていた。

A
・今後とも引き続き生徒たちの前向きな気持ちを底上げできるよう指導して下さい。
・家庭学習習慣の定着が書く力等の学力の向上に繋がることに期待します。
・「学び」に対する学校としての姿勢はぶれずに継続されている。また，取り組む課題も，ICTとグ
ループの融合のように，時代を取り入れた課題と，変わらない必要な課題をきっちりと学習活動に
落とし込もうとして学校として努力している。そのことが，数字のぶれを少なくしている。
・（3）の増加から教員の取り組む意欲が全体として向上しているので評価できる。
・3年生になり，習慣が伸びている。良い。

家庭学習は常に促しているが，格差が
できている。

家庭学習習慣については全体の肯定
回答が３％向上した。読解力について
は向上も下降も極端な変化はなかっ
たが，依然として読解力の向上は課題
としてあげられる。

書く力の向上は昨年同様に難しい課題
である。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

人
権
教
育

本物との出会いを大切にし、
多様性を認め合い，自他の尊
重や、自尊感情を高める。

●「ほんものとの出会い」を通した
人権学習による心の育成
●「参加」「体験」など，子どもの発達段階に
応じた指導

・教員の観察や生徒のワークシートによってみられた生徒の成長
・学校アンケート
(教師用)・私は、「生きた教材」「ほんもの」との出会いを通した人権
授業の充実を目指し、学年(チーム)で取り組んだ。・私は、「道徳」
「人権」の授業を通して、生徒の成長を感じた。
(生徒用)・私は、人を傷つけるような言葉を使わないようにしてい
る。・私は、「道徳」「人権学習」の授業で学習していることは、自分の
考えや生き方に役立ったり、影響を与えていると思う。

生徒の成長記録の内容

学校アンケートは昨年度より上がって
いるA、同程度B、大きく下がっているC

年度末 B

本年度のテーマとして「本物との出会いを大
切に」という点から，２学期から３学期にかけ
て，いくつか講話を計画している。また，講話
を聞くだけでなく，事前指導を行い，より深い
学びに繋がる指導を行う。

B

教師用（７）では肯定回答が昨年度よ
り上がっていた。しかし，教師用（６），
生徒用（７）では昨年度よりも下がった
結果になった。昨年度に比べ，「ほんも
のとの出会い」が減ったことが今回の
結果につながっているため，来年度は
各学年で増やしていきたい。

A ・本物との出会いは美原中学の目玉でもあると思いますので、色々な角度からいろいろなものと出
会えるよう工夫してあげてください。
・「本物との出会い」は言われて久しいが，これを続けていくことは結構教員の負担にもなることだ
と思います。しかし，それを続けることで先生方の学びも深まるメリットがあります。自分たちの感
覚や知識の向上も視野に取り組まれるといいかと思います。年によってうまくコーディネートできな
いこともあるかと思いますが，学校として続けていく方針はしっかりしているように思います。道徳
はBとしましたが，取り組みとしては，各学年しっかりとしているように説明を聞かせてもらいまし
た。教師の意識は高く保たれているのでしょうね。
・出会いを大切に原点に戻って頑張ってほしい。
・成長する生徒が人権の授業は大事と感じているのは全学年で見られる。授業の中で「自分の意
見が言いやすい」が伸びてくる工夫を期待したい。人の話を「聞く」がまず大事と思うが。

道
徳
教
育

自己を見つめ，物事を多面
的・多角的に考え，自己の生
き方について考える力を養う。

「考え，議論する道徳」に向けた指導・評価
の工夫・改善に取り組む。

・教員の視察によってみられた生徒の成長
・生徒の感想文
・学校アンケート
（教師用）「私は、「道徳」「人権」の授業を通して、生徒の成長を感じ
た。」
（生徒用）私は、「道徳」「人権学習」の授業で学習していることは自
分の考えや生き方に役立ったり、影響を与えていると思う
（保護者用）「お子様にとって、「道徳」「人権学習」の授業で学習して
いることは，自分の考えや生き方に役立ったり、影響を与えているよ
うに思われますか。」

生徒の成長記録の内容

アンケートは昨年度より
上がっているA
同程度B
大きく下がっているC

年度末 B
内容項目に沿って，生徒の実態に応じた内
容になるよう工夫しながら取り組んでいる。

B

教師用(7)の肯定回答が昨年度より20
ポイント上昇，生徒用(7)は4ポイント減
少，保護者用(7)は3ポイント上昇した。
保護者のポイントが上昇してるとはい
え，高くはないので，来年度は保護者
に伝わるような工夫をしていきたい。

B

信
頼
関
係
を
基
盤
に
し
た
生
徒
指
導

積
極
的
な
生
徒
指
導

生徒会とともにルールの見直しをして，
主体的に動くことができた。

各学年会議で管理職出席のもと，支援
が必要な生徒についての情報共有がで
きた。来年度から支援学級が大きく変わ
る点について全体で共有する場を３学
期に予定している。

B

アンケートは昨年度より－１０％となっ
ている。特別支援教育推進部会を開
催できておらず，生徒の情報共有が不
十分であった部分が影響しているかも
しれない。来年度は必要に応じて情報
共有の場を設けたい。また来年度につ
いての全体情報共有の場は３月職員
会議にて報告予定。

B

B

支
援
教
育

個に応じた特別支援教育の推
進

会議実施の有無
学校アンケート（教員）
「私は、日々の学校生活において、支援が必要な生徒の支援
方法について意識し行動することができた。」

アンケートは昨年度より上がっている
A、変わらない・下がっているB

年度末

家庭連絡や家庭訪問を行うことで，生
徒との関係ができている。

B

B
夏休みに美原区幼小中合同夏季研修
を行い，情報交換することができまし
た。

C

(15)の肯定回答が６６％で昨年度より‐
５％となっており，困っている生徒が増
えたことがわかる。主な原因は勉強や
校則について戸惑いを感じているよう
だ。

校長より(年度末)
【確かな学び】
・大阪府のチャレンジテストにおいて，府平均付近の教科が多く，また，上回る教科も増えてきた。このことから，学力については上向き傾向にあると考える。基礎的な学力の定着は進みつつあるが，概して，発展的な問題に
課題は見られる。その原因として，読み込んで理解する力の弱さがあげられる。読書に親しむことを促すなど，文字を読んで理解する力の向上を図っていきたい。
【豊かな心・健やかな体】
・「本物との出会い」といった点で，「車いすバスケット」など実際に活動しておられる講師の先生を招聘するなどし，生徒たちの心に迫る体験をすることはできたと考える。今後も生徒たちの状況に応じて，講師招聘や教職員
自身の経験・体験の語り，美しい自然との出会いなど様々な形での「本物」との出会いをコーディネートし，生徒たちの心に迫る教育を実践していきたい。
【信頼関係を基盤にした生徒指導】
・体育大会の応援合戦において，生徒たちは「自ら考えて正しい行動ができる」ように大きく成長できたと考える。その取組みが認められ，「堺STEAMブック」へ掲載され，全市に発信されることになった。
・特別支援教育では，各学年ごとに支援が必要な生徒について会議の場を持つことができ，きめ細やかな対応をすることができたと考える。
・小中一貫としては，美原区全体での学校群で，学力・生徒指導など各分野において協力して取り組むことができた。

学校関係者評価者から(年度末)
・いろんなイベントに子ども達が熱心に取り組む姿はとても素晴らしいものだと感じました。（子どもたちにとって宝石のような時間だと思います）
すべての子が均一にうまくいくことはありえないと思いますが、先生方はとても努力されていると思います。
不登校の子たちもそれぞれ違った理由があるのでしょうが、今後揺れ動きながらでも前向きになる指導をお願いしたいと思います。
・どの具体目標を達成するにも，学校だけでなく，家庭・保護者の協力が不可欠で，その重要性は言うまでもないですが，先生方の話を聞いたことで，実際にそれを得ることの難しさを改めて感
じました。
・概ね主任層を中心に学校としてまとまって教育活動に取り組めている。その成果は，着実に子ども・地域に届いているように思われる。
・美原中がチームとして考え，方針を出し，教員と生徒が一緒に成長していこうとして，学校として頑張っておられると思います。地域住民の一人として，できることはお手伝いさせていただきま
す。「学びの協同体」時間と手間がかかりますが，生徒のため，校長先生，教頭先生始め，教職員のみなさん頑張ってください。

小
中
一
貫

グランドデザインをふまえた段
差解消の取組み

★校区内児童生徒の「総合的な学力」の向
上をめざした連携強化を行う。
★小中相互の授業参観を行い，授業力向
上につなげる。

学校アンケート（生徒用）
(15)中学校に入学し，学習や学校のきまりで「こんなことに
困った」「小学校はこうだったのに」と戸惑いを感じたことはな
い。」

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変
動が上下３％以内B，３％以上下がれ
ばC

年度末

・子ども達も年齢的に揺れ動くときでもあると思いますが、この時代にしかできない出会いや経験
がいっぱい詰まった時期であるという事を理解させてあげてください。
・体育大会を見て，一つの目標に向かってまとまり，イベントを成功させる力を感じました。
・不登校は正解がない難しい問題だと思いますが，会議で話されていたとおり，いつも生徒の方を
向いていることをわかってもらう努力が大切だという言葉に強く共感しました。
・生徒指導面では，着実に数字も向上しているように思います。不登校については，急増していな
いことが評価できるのではないかと思います。おそらく，学校の取り組みだけで改善していくには限
界近いところまで努力されているのではないでしょうか。高校以上になると多様な選択があるの
に，義務教育は一本道しかない。このことが不登校の根っこにあるように思います。その中で，中
学校としてできることを，気持ちを切らないでやり続けることが大切だと思います。そういう意味で
は，Aにしてもいいかと思って説明を聞いていました。小中一貫については，「あっていい段差」は
あると思います。記述されている内容のほとんどは，「あっていい」だと思うのですが，そう考えると
方策としては，「あっていい段差」を生徒にどのように納得させていくかということを中学校側で考え
て実践していくことが求められる。
・体育大会などを見てリーダーは育っていると感じた。
・生徒が教員に対して「自分のことを理解してくれる先生がいる」の評価が高いのは，教員が真剣
に生徒に向き合っておりすばらしい。
・全教職員が自分のできることを精一杯支援し共に学ぶ体制，意識づくりの取り組みを一層望みた
い。
・できるだけ小中の情報交換と生徒児童の交流が増えると良いが。授業時間の確保もあり大変と
思います。

合唱コンクールと体育大会を成功した


